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はじめに 


このたびは、 「 CG - WLCB ] 日 8 GM 」 をお買い上げいただきまして誠にありびとうございます。本書は本商品 
を正しくご利用いただくための手引さです。必要なとさにいつでもご覧いただけるように、大切に保管して 
ください。 

コレガ製品に関する最新情報（ファームウエアのバージョンアップ情報など）は、弊社のホームページでお 
知らせいたします。 

http://www.coreaa.co.jp/ 
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本書の読み方 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味びあります。 

参記号について 





人び死 t または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示します。 


だ 

ま意 


操作中に気を付けていたださたい内容です。必ずお読みください。 


メモ 


補足事項や、参考となる情報を説明しています。 


•表記について 


本商品 

CG-WLCB108GM を指します。 

「」-「」-「」 

「」で囲まれた項目を順番に選択することを示します。 

[] 

[] で囲んである文字は、画面上のボタンを表します。 

例： [ ~^~1 一 [0K] 


参正式名称について 

本書で使用しているソフトウェア名の正式名称は下のとおりです。 


〈 Windows 〉 

Windows®.Microsoft® Windows® operating system 

Windows® XP.Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system および 

Microsoft® Windows® XP Professional operating system 

Windows® 2000.Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 


参イラスト、画面について 

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることびあります。 
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PART 





本商品の巧い方について 


接続方法をミ夫めよう 


本商品は、 IEEE8 日 2.1 ]呂、 b 規格に対応した無線 LAN (ワイヤレス）通信アダプタです。 IEEE8 日 2.]] 呂、 
b 規格に対応した無線ルータや無線アクセスポイントと組み合わせることで、無線ネットワークを構築する 
ことびできます。また、本商品は 「Ad-Hoc モード」にも対応しており、同じ規格の無線アダプタ間との通 
信ち可能ですので、次に紹介する例を参考にして、本商品とパソコンの接続方法を決めてください。 

本商品は、各なの無線 LAN 機器との間で相互接続性を確保していますが、個別製品の接続可否 
については、お使いの機器の製造-販売元にお問い合わせください。 


■アクセスポイントを使ってインターネットに接続ずる 〜 Infrastructure 

「インターネット接続を複数台のパソコンで共有したい」、「ケーブルなしでインターネットに接続したい」と 
いった場合には、次の図のよラにアクセスポイントを使ってインターネット接続します。この際、無線 LAN 
機器のモードは 「Infrastructure」 モードに設定します。また、既にケーブルを使ってネットワークび構築 
されている環境に、無線 LAN を追加するときなどもこのモードにします。本商品の工場出荷時の設定は、 
[InfrastructureJ モードに設定されております。 




アクセスポイントは別途ご購入いただく必要があります。 

メモ 
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■パソコン同±でファイルのやりとりをずるだけな5〜 Ad-Hoc 

「離れた場所にあるパソコン同±でファイル交換びできればいい」という場合には、アクセスポイントは不要 
となり、無線 LAN アダプタを搭載したパソコン同±で直接通信をします。この際、無線 LAN 機器のモード 
は 「 Ad - Hoc モード」に設定します。設定方法については、 rPART 2 ネットワークに接続しよう」の 「「 Ad - 
Hoc 」 モードで通信するには」 （ P .18) をご覧ください。 



■無線 LAN のセ丰ュリティ対策について 

無線 LAN では電波を使って通信を行うため、電波び届く範囲であれば、通信内容を傍受されたり、不正侵入 
されたりする恐れびあります。このようなことを防ぐため、本商品は次のようなセキュリティ機能を用意し 
ています。 

-通信 グループ 化をする 

ESSID を設定する 

-通信内容を暗号化する 

WEP (暗号キー）を設定する 
WPA を設定する 

^本商品は JUMPSTART に対応しておりません。 JUMPSTART で構築されている無線ネットワー 
^ クへ接続する場合は、無線ルータまたは無線アクセスポイントの JUMPSTART を無効にしてく 
ださい。 JUMPSTART を無効にする方まは、お使いの無線ルータまたは無線アクセスポイント 
の取扱説明書をご覧ください。 
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本商品をほわないとをは… 


■本商品をパソコンか5取りがす 

本商品をパソコンから取り外す場合は、次の手順で取り外してください。本商品を正しい手順で取り外さな 
い場合、パソコンび正常に動作しなくなることびあります。 


-次にご紹介する操作を巧うと、実際に本商品を取り外さなくてもデバイスの使用を停止したと 
みなされ、本商品は使用できなくなります。再度使用するときは、一度本商品を取り外してか 
ら再び取り付けてください。 


^ • 本商品を取り外す前に、ご使用のハソコンがネットワークに接続していないこと、また、他の 

km \ パソコンからアクセスされていないことを確認してください。 


1画面ち下のタスクトレイ（通知領域）上のををクリックし、 rCG - WLCBI 日 8 GM を 安全に取り夕卡し 
ます 」をクリックします（ご使用の日 S により、下線部の表示は、中止や停止するという意味の内容 
になります）。 

2 安全に取り外せる旨のメッセージび表示されたら、 [ OK ] をクリックします。 

3 本商品を PC カードス□ットから取り外します。 

上で取り外しの手順は終了です。再度使用する場合は、本商品を PC カードス□ットに取り付けると使用 
でさます。 
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■ソフトウェアを削除するには 

本商品用のソフトウェアをパソコンから削除する方法を説明します。 

♦本商品のユーティリティとドライバをアンインス I -ールする場合 

1画面ち下の Iをちクリックし、「終了」を選択します。 

2 「本商品をパソコンから取り外す」の手順に従って、パソコンから本商品を取り外します。 

3 「スタート」一「すべてのプ□グラム」一 「CG-WLCB] 日 8GM」一 「無線 LAN モニターの 削除」 
(Wind 日 WS 2 日日日では 「スタート」一「プ□グラム」一 「CG-WLCB] 日 8GM」一 「無線 LAN モニ 
ターの 削除」） をクリックします。 

4 「ファイルの削除の確認」び表示されます。 

已[日のをク U ックします。 

6 ソフトウェアの削除び行われ、しばらくすると rinstallShield Wizard の完了」び表示されます。 

7 [完了]をクリックします。 

上でソフトウエアの削除は終了です。 
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ネットワークにお続しょう 


ネツトワークの設定をずる 


無線 LAN でデータをやりとりしたり、インターネットに接続したりするには、ネットワークの設定び必要に 
なります。 

■インターネットに接続するとさ 

本商品を取り付けたパソコンでインターネットに接続するには TCP/IP の設定び必要です。次の手順で設定 
を確認してください。 

• Windows XP の場合 

設定を変更するには「コンピュータの管理者」または同等の権限をもつユーザ名でログオンして 
ください。 

1「スタート」一「コント□ールパネル」をクリックします。 

2 「ネットワーク接続」をダブルクリックします。 


2 


7^「ネットワーク接続」が表示されていない場合は、画面左側の「クラシック表示に切り替える」 
^1をクリックしてください。 


3 「ワイヤレスネットワーク接続」をちクリックし、「プ□パティ」を選択します。 


4 「インターネットプ□トコル（TCP/IP)」を選択し、[プ□パティ]をクリックします。 



①「インターネットプ □ 卜 ZU レ ( TCP / 
IP )」 を選択します。 

一②[プ□パティ]をク IJ ックします。 
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已「全般」タブをクリックし、次のように設定します。 



① 


② 


① DHCP サーバ機能を持ったルータなどを使ってインターネットに接続する場合は、 riP アドレス 
を自動的に取得する」を選がします。 

③ DHCP ヴーバ機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要びある場合は、「次 
の IP アドレスを使ラ」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してください。 

お使いの環境によっては、この他にもネットワークの設定をする必要があります。詳しくはネッ 
トワーク管理者にお問い合わせください。 

6 [ OK ] をクリックします。 

7 「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面の[日口をクリックします。 

8 パソコンを再起動します。 

上で TCP / IP の設定は終了です。本商品と接続するネットワーク機器の設定につきましては、各機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

• Windows 2000 の場合 



だ設定を変更するには 「 Administrator 」 または Administrators グループのユーザ名でログオンし 
mm \ てください。 

1「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックします。 

2 「□一カルエリア接続」をちクリックし、「プ□パティ」を選がします。 

「ローカルエリア接続」の名称はご使用のパソコンの環境によって異なる場合があります。 

i モ 






































3 「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」を選択し、[プ□パティ]をクリックします。 


□一カルエリア巧続のプ□バティ 


全股 I 其有 
巧続のちま： 


立ぶ] 


S ぶ CG-W に B1 邮 GM 


I 巧脱り 


チェクウ マークびオンにねっている〕ンポーネントびこの巧镜でほ用されています(り)： 


囚固 Microsoft ネゥトワ-ウ巧クライアント 
囚暨 Microsoft ネゥトワーウ用ファイルとプリンタみち 




インストールの… J 


肖I臓(ぶ 


I- 説巧- 


1 別バティ(巧」 


競! M 農^»掠お觸臟鱗瓣 


ルです0 


厂操尉きにタスウバ-にアイコンをま示する峭 


キャンセル 


•①「インターネットプ □ 卜 ZU レ ( TCP / 
IP )」 を選択します。 


•②[プ□パティ]をク IJ ックします。 


4 「全般」タブをクリックし、次のように設定します。 



① 


② 


① DHCP サーバ機能を持ったルータなどを使ってインターネットに接続する場合は、 riP アドレス 
を自動的に取得する」を選択します。 

③ DHCP ヴーバ機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要びある場合は、「次 
の IP アドレスを使ラ」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してください。 

お使いの環境によっては、この他にもネットワークの設定をする必要があります。詳しくはネッ 
トワーク管理者にお問い合わせください。 

已 [ OK ] をク U ックします。 

6 「□一カルエリア接続のプ□パティ」画面の[日のをクリックします。 

7 パソコンを再起動します。 
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ネツトワークに接続ずる 


ネットワークに接続するには、次の手順を行ってくださし、なお、接続するネットワークにセキュリティの 
設定びされている場合、セキュリティの種類別に接続方法び異なりますので、お使いの環境にあった接続方 
法をご覧ください。 

■無線 LAN のセ丰ュリテイについて 

無線 LAN ではデータの通信に電波を利用しているため、電波び届く範囲であれば、通信内容を傍受されたり、 
不正侵入される恐れびあります。本商品では、これらの対策として次のようなセキュリティ機能を搭載して 
います。 

♦本商品で設定できるセキュリティ機能 


に SSID (Extended Service Set IDent げ ier )】 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 SSID と呼ばれることわあります。同じ ESSID を持つ無線 
LAN 機器同±でしか通信できないため、独自の ESSID を設定することにより、外部から不正侵入される危 
険び減少します。 


【WEP (Wired Equivalent Privacy )】 

通信内容を暗号化し、通信内容の傍受を防ぐセキュリティ機能です。仮に通信データを傍受された場合で 
わ、通信内容の復元を容易に行うことびできなくなります。目 4 Bit 、] 28 Bit の2種類から任意で暗号キー 
を作成します。 


【WPA (Wi-Fi Protected Access )】 

通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化するセキュ U ティ機能の一つです。暗号キーは一定時間ごと 
に変わる TKIP を採用しており、 WEP よりも解読されにくくなります。 


[WPA2 (Wi-Fi Protected Access )】 

WPA 2 ( Wi-Fi Protected Access 2) は、 WEP に替わる暗号化技術 WPA のバージョン 2 です。 WPA 2 
では、 IEEE 8 日 2.1 1 i び採用した暗号化方式 「AES (Advanced Encription Standard :高度暗号化規 
格)」び含まれており、 IEEE 8 日 2.1 li の別称としてもこの WPA 2 び使われます。 WPA 2 には、 WPA と 
WPA 2 の混在した環境で利用でさるミックスモードび搭載されています。 

【 S02.1X 認証】 

無線ネットワークを確立する際に、認証サービスを受けるセキュリティ設定です。正しい認証キーでアク 
セスすると認証サーバび正規のユーヴであることを承認し、通信び可能になります。企業内のネットワー 
クで利用されます。 

^セキュリティ設定は、通信相手の機器に合わせて同じ内容の設定を巧ってください。 

を意 
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1 画面ち下の丑をダブルクリックし、 「MIM 日ネットワークモニタ」を起動します。 


を信を S N/A 

アクセスポイント N/A 

MAC アドレス N/A 

IP アドレス N/A 

信号な度 N/A 


ESSID (SSID) 
巧沒モード 
夏註扶巧 
巧ち化モ巧 
チヤンネル 


自助巧続中で 
Cop がかなが OOS 


です. 
coreg。 I 


ち号な巧 ■ 
K.K. All Rights Reserved. 


アクセスポイントへ接続されていません 





〇 



2 「AP 検索」タブをクリックすると接続可能なアクセスポイントの一覧び表示されますので、接続する 
アクセスポイントを選択し、[接続]をクリックします。 




1 

接続情報 N |/^ KTII 53 

設定ファイル \/ ステータス \ 

p cmrvQ$ttn 、 

/j .1 tt - B -1 わた iiJ 子ィ1す>、■»丈ル I 〇~〇 I 


-① 「 AP 検索」タブをク IJ ックします。 


-②アクセスポイントの一覧から、接続し 
たいアクセスポイントを選択します。 


— 巧誦 1 

戸です. 

5 corega K 


自助 巧 続中です. 信 sii 巧 I 

Copyr^ht(c) 2005 cor 巧 a K.K. All Rights Reserved. 


•③[接続]をク IJ ックします。 


画面の[レポート]をクリックするとアクセスポイン!-一覧の詳細び表示されます。 MIM 日機能び有 
効なアクセスポイントには 「TrueMIM 日」の欄に ryes」 と表示されます。 


アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合 
は ESSID が空欄で表示されます。 


セキュリティの設定がされていない場合は、手順4にお進みください 



望 


MO 

向口 


を巧 


記苗呆巧 
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3 接続するアクセスポイントにセキュリティの設定びされている場合、セキュリティを設定する画面び 
表示されますので、必要な項目を入力し、[接続]をクリックします。セキュリティ画面についての詳 
細については、この PART の「無線 LAN のセキュリティについて」 （ P .13) をご覧ください。 

セキュリティに WPA 2- EAP および WPA - EAP を使用する場合、 RADIUS サーバに設定されてい 
る情報が必要です。接続の前に RADIUS サーバの管理者に問い合わせて、必要な情報を入手し 
てください。 

♦ WEP で接続する場合 

次の図の①〜④に必要な項目を入力し、[接続]をクリックします。 


2 


WEP Key の入力 


ワイヤレスたキュリティ 


WEP: 1 

||WEP64 ^J|WEP64(64-Bit), WEP128(128-Bit) 妨のな号化ちなから这化 

いすれかの巧号化モなを遇がしてください， 


I - |WEP64:ASCII 入力（式:字入力）5たま/け巧致入力（キ巧の 

II 1〇〜3、 a~t) けたまの 巧 囲で人力してください* 

1 1WEP128: が CII 入力（文を入力）13ホす/け巧嵌入力（キをの 

jXKev 〇〜3、 a 〜り 26A まの巧团で入力してください， 


||アクセスし巧用される巧号キーを1〜4より法化してください* 
IIHHIIIIILiJI (巧巧は1を法巧してください*) 


||. tD 1 1 設註ちまを法巧してください* (巧巧は Auto を逸巧してくださ 

1 


1 お 叫 


① 

② 

③ 

④ 

⑥入力び終了したら、[接続]をク IJ ック 
します。 


項目 

内容 

©WEP 

WEP の暗号方式を選択します。 「 WEP 目4」（目 4 Bit ) か 「 WEP 128」 
(128 Bit ) び選択できます。 

(DWEP Key 

半角英数字の「日〜9」および 「 a 〜 f 」 を使用して任意の暗号キーを入力し 
ます。 rWEP 64 J を選択した場合は]日巧まで、 rWEP 128 J を選択した場 
合は26巧まで入力でさます。入力すると「*」の表示に変わります。 

③ TX Key 

使用する暗号キーを「1」〜「4」の中から選択します。通常は「1」を選択 
してください。 

④認証方式 

認証方式を 「 Auto 」、「 Open 」、 に113「目(11の中から選択します。通常は 「 Auto 」 

を選択してください。 
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• WPA 2- PSK / WPA - PSK で接続する場合 

次の図の①と③に必要な項目を入力し、腊続]をクリックします。 


暗号化キーの入力 

ワイヤレスセキュリティ 

坛ミ化ち式 ： J 

|1!513 BBP ▼_1|けけか化 S のいすれかを这巧してください* 


巧ちキー(バスフレーズ）： 


巧困で入力してくださし、， 


を半を巧あ記号 8~ S 3 たまの 


① 


② 




③ 入力び終了したら、[接続]をク IJ ック 
します。 


項目 

内容 

①暗号化方式 

暗号方式を選択します。 「 TKIP 」 か 「 AES 」 び選択でさます。 

③共有キー（パスフレーズ） 

アクセスポイントに設定されている共有キーと同じ値を、8〜 
63巧の範囲で入力してください。 


• WPA 2- EAP / WPA - EAP で、認証方式に EAP TLS を使用して接続する場合 

次の図の①〜④に必要な項目を入力し、[接続]をクリックします。 


Radius Serve 「認証 


ワイヤレスセキュリティ 


里註ホ式巧02 lx ): 1 

|| EAP TLS ホ S け 02. して< だ#い ♦ 


n 巧イ V 主一ん： 1 

||- - -1 ロヴイン ネーム を入力してください， 


註巧ま： 1 

||w ||記註をわろ II 明》を涅报してください， 

■广 AX . l :.= TOOA + も*ぃ 1 


1 


1 お:; 油 


① 

② 

③ 

④ 

⑥ 入力び終了したら、[接続]をク IJ ック 
します。 


項目 

内容 

①認証方式 （802. IX ) 

一覧から 「 EAPTLS 」 を選択します。 

②□グイン ネーム 

RADIUS サーバに登録されている□グイン名を入力します。 

③証明書 

RADIUS サーバに設定されている証明書を選択します。証明書 
はあらかじめお使いのパソコンにインス1-ールする必要びあり 
ます。 

④ヴーノ く証明書を有効にする 

証明書を使用する場合にチェックします。 
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⑥ 入力び終了したら、[接続]をク IJ ック 
します。 


⑥ 入力び終了したら、[接続]をク IJ ック 
します。 


1 ロヴインネームを入力してください， 


J 


1=^サーバ罰巧害をちかじする。] 


置註ブ□卜]ル： 


[ms CHAPV2 つ 


Radius Serve 「認証 

ワイヤレスセキュリティ 


I ： fr^(802 1*)J 


▼ I 12 註ち式け 02.lx) を遇が L 


1 ロヴインネームを入力してください， 


口がーバ弧月まをちかにする 。!I 


TTLS ブ□トコル： 


jpAP 


3 


項目 

内容 

①認証方式 （802. IX ) 

一覧から 「 EAPTTLS 」 を選択します。 

②□グイン ネーム 

RADIUS サーバに登録されている□グイン名を入力します。 

③パスワード 

RADIUS ヴーノ くに登録されているノ くスワードを入力します。 

④ヴーノ く証明書を有効にする 

証明書を使用する場合にチェックします。証明書はあらかじめ 
お使いのパソコンにインス1-ールする必要びあります。 

⑥ TTLS プロトコル 

認証に使用するプ□トコルを選択します。 「 PAP 」、 に HAP 」、 
「MS CHAP」、「MS CHAP V 2」 び選択できます。 


• WPA 2- EAP / WPA - EAP で、認証方式に EAP PEAP を使用して接続する場合 

次の図の①〜⑥に必要な項目を入力し、[接続]をクリックします。 


Radius Serve 「も 召証 

ワイヤレスセキュリティ 

亞註ホす f 802 lx): 

▼! 記註ちまけ 02. IX)を遇がしてください 

n 巧イ、ィ左一ん： r 


① 

② 


• WPA 2- EAP / WPA - EAP で、認証方式に EAP TTLS を使用して接続する場合 

次の図の①〜⑥に必要な項目を入力し、[接続]をクリックします。 


項目 

内容 

①認証方式 （802. IX ) 

一覧から 「 EAPPEAP 」 を選択します。 

③□グイン ネーム 

RADIUS サーバに登録されている□グイン名を入力します。 

③パスワード 

RADIUS ヴーノくに登録されているノてスワードを入力します。 

④ヴーノ く証明書を有効にする 

証明書を使用する場合にチェックします。証明書はあらかじめ 
お使いのパソコンにインス1-ールする必要びあります。 

⑥ TTLS プロトコル 

認証に使用するプロトコルを選択します 。 「MS CHAP V 2」 と 
[TOKEN CARD 」 び選択できます。 


③④透 


①② Q ④ S 
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4 手順]の画面に戻りますので、画面上に接続完了のメッセージび表示されているか確認してください。 




な 


、/設定ファイル\/ステータス\ 


インターネットへ接続しました（セキュリティ有効） 

宜-ごミた：女 -- •鄉 

Swi wireless Lifvk ■, Internet Acceis ス f 

WlrelftM CTenl API Gateway Intjemet 


ESSID (SSID) Jumpstart-P1-33 口 を信を: B 

巧沒モード Infrastructure アクセスポイント 

贾註な篡 m 2 -亡が MAC アドレス 

巧ち化ホ巧 AES IP アドレス 

チャンネル 13 信ち巧度 


WZC is & れお巧ホ巧!す adapter ち号な巧| 

Copyr 旬 ht(c) 2005 cor 巧 a K.K. All Rights Reserved. 


108 Mbps 
Unknown 

00-0 a -79- Gf -35- G 8 
192.168 .1.103 
-58 dBm 


11111111111111111111 


上で接続は終了です。 


rAd - HocJ モードで通信ずるには 


「 Ad - Hoc 」 モードで通信するには、次の手順を行ってください。 

1画面ち下の王をダブルクリックし、 「 MIM 日ネットワークモニタ」を起動します。 

2 「 AP 検索」タブをクリックすると通信可能な相手び表示されますので、通信する相手を選択し、腊続] 
をク U ックします。 



① 「 AP 検索」タブをク IJ ックします。 


②一覧から通信する相手を選択します。 


③[接続]をク IJ ックします。 



通信相手が Ad - Hoc モードの場合、一覧に表示されているアイコンがみになります。 


3 「接続情報」の画面に切り替わりますので、画面上に接続完了のメッセージび表示されているか確認し 
てください。 

上で接続は終了です。 

7^通信時に WEP のセキュリティを使用する場合は、 「 WEP で接続する場合」 ( P .15) をご覧いた 
舞 だき、設定を巧ってください。 
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セキュリティー覧 

本商品で設定でさる WEP および WPA 2 /WPA の設定は次のとおりです。 

• WEP * • -1 nf rastructure / Ad-Hoc 共通 


認証方式 

暗号方式 

WEP 暗号強度 

Open System (表記は日 pen ) 

無効 

- 

WEP 

64 Bit - ]6進数（日〜 9 /a 〜 f )] 日巧 

128 Bit -] 目進数（日〜 9 /a 〜 f ) 2目巧 

Shared Key (表記は Shared ) 

WEP 

目 4 Bit -] 目進数（日〜 9 /a 〜 f )] 日巧 

128 Bit -] 目進数（日〜 9 /a 〜 f ) 2目巧 


《日 pen System •••アクセスポイントに認証キーを通信させないで接続します。 
《 Shared Key ……アクセスポイントに認証キーを通信させて接続します。 


• WPA 2/ WPA * • - Infrastructure の場合 


認証方式 

暗号方式 

認証設定 

WPA-EAP 

(エンタープライズ） 

TKIP 

EAP TLS 

EAP REAP 

EAP TTLS 

AES 

EAP TLS 

EAP REAP 

EAP TTLS 

WPA-PSK (パーソナル） 

TKIP 

共有 キー 

AES 

共有 キー 

WPA 2 -EAP 

(エンタープライズ） 

TKIP 

EAP TLS 

EAP REAP 

EAP TTLS 

AES 

EAP TLS 

EAP REAP 

EAP TTLS 

WPA 2 -PSK 

(パーソナル） 

TKIP 

共有 キー 

AES 

共有 キー 
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ESSID (SSID) 
巧沒モード 
夏註な篡 
巧ち化ホ巧 
チヤンネル 


を信を S N/A 

アクセスポイント N/A 

M がアドレス N 川 

IP アドレス N/A 

信号な度 N/A 



項目名 

説明 

①無線日 N /0 FF 

クリックごとに電波の日 N (緑色） / OFF 清色）びできます。 
工場出荷時は日 N に設定されています。 

③閉じる 

クリックすると、 「 MIM 日ネットワークモニタ」を終了します。 

③自動接続 

クリックすると、パソコンび起動した時に、最後に接続した通 
信相手に自動で接続します。工場出荷時は日 N (緑色）に設定 
されています。 

④ Zero Config 

クリックすると、 「 MIM 日ネットワークモニタ」を使用せずに 
Windows XP 標準のワイヤレスユーティリティを使用すること 
びでさます。通常は日 N (緑色）にする必要はありません。工場 
出荷時は日 FF (青色）に設定されています。 

⑥ヘルプ 

ク IJ ックすると、各画面のヘルプび表 TJX されます。 

⑥信号強度 

電波の強さを表示します。緑の緑のバーび多いほど信号び高< 
なります。 



T 二 - ".rr—J 

I 


IMEESli^ri h^kililiilliW 


imoiSMm- 


■ 巧詞巧 «1 、'が 検索 設定 ファイル ~~\/ ステータス 、 

アクセスポイントへ接続されていません 


PART 



rMIMO ネットワークモニタ J の 
画面について 


本商品のユーティリティを起動するには、画面ち下のタスクトレイ（通知領域）にある I をダブルクリック 
します。 


各画面共通の頃目 


①②③ S S 
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r ち続厦报陋面 


自助巧続中です. 
Copyr 巧 ht(c)2MS corega K.K. 


を信をち N/A - 

アクわスポイント N/A - 

■AC アドレス N/A - 

IP アドレス N/ 占- 

信ち巧度 N/A . 




ちちな巧 I 
All Rights Reserved. 


③ 

⑥ 


②- 


④- 


⑥- 


ESSID (SSID) 
巧授モード 
夏註扶態 
巧ち化モ式 
チヤンネル 


「接続情報」タブをクリックすると表示されます。また、起動直後ちこの画面び表示されます。 



が 検索 設定 ファイルステータス 



項目名 

説明 

①接続状態 

本商品の接続状態を表示します。 

③ ESSID ( SSID ) 

現在設定されている ESSID を表示します。 

※工場出荷時の設定は fcoregaj です。 

③接続モード 

設定されている接続モードを表示します。 

④認証状態 

通信相手機器との接続状態を表示します。 

⑥暗号化方式 

現在設定されているセキュリティ設定を表示します。 

⑥チヤンネル 

現在使用しているチャンネルを表示します。 

⑦送信帯域 

現在送信している送信帯域を表示します。 

⑧アクセスポイント 

接続するアクセスポイントの情報を表示します。 

⑨ MAC アドレス 

本商品の MAC アドレスび表示されます。 

⑩ IP アドレス 

本商品び接続されているパソコンの IP アドレスを表示します。 

⑩信号強度 

電波の強さを表示します。 

⑩設定保存 

ク IJ ックすると、現在の通信設定を保存します。保存した設定は「設 
定ファイル」画面で確認でさます。 


- 21 - 


① 


⑦ 


⑨ 


⑩ 


.⑨ 

.⑩ 

-⑩ 


如如知知如 


















































rAP 巧索 j 画面 


「 AP 検索」タブをクリックすると表示されます。 



項目名 

説明 

① AP - 覧 

接続可能なアクセスポイントの一覧です。一覧の詳細について 
は次のページをご覧ください。 

③レポート 

通信相手の詳細な情報び表示されます。 MIM 日機能び有効なア 
クセスポイントには 「True MIM 日」の欄に ryes 」 と表示され 
ます。 

③接続 

AP —覧に表示されたアクセスポイントを選択後にクリックする 
と、アクセスポイントに接続します。 

④更新 

クリックすると、接続可能なアクセスポイントを再検索して表 

TJX します。 
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■アクセスポイントー覧の各項目 


ESSID[SSID] 三 

f 言号 

t 单ユリティ 

チ V シネル 

QoS 

^ CDrega 

_■■■ 

無如 

6Cg] 


1 

① 

1 

② 

1 

③ 

1 

④ 

1 

⑥ 


項目名 

説明 

① ESSID ( SSID ) 

接続状態と無線ネットワークの ESSID を確認でさます。 
Q ^ Ad - Hoc モードで接続可能な無線ネットワークです。 

み Infrastructure モードで接続可能な、セキュリティび設定さ 
れていない無線ネットワークです。 

わ Infrastructure モードで接続可能な、セキュリティび設定さ 
れている無線ネットワークです。 

※通信相手にステルス機能び設定されている場合、一覧に 
ESSID は表示されません。 

③信号 

通信強度をアイコンで確認でさます。緑のバーび多いほど信号 
び高 < なります。 

③セキュリティ 

通信相手に設定されているセキュリティび確認でさます。 

無効-セキュリティ設定び設定されていない 

無線ネットワークです。 

WEP -セキュリティ設定で WEP び設定されて 

いる無線ネットワークです。 

WPA 2 -PSK -セキュリティ設定で VVPA 2- PSK (パー 

ソナル）び設定されている無線ネット 
ワークです。 

WPA 2 -EAP -セキュリティ設定で WPA 2 -EAP (エン 

タープライズ）び設定されている無線 
ネットワークです。 

WPA-PSK -セキュリティ設定で WPA-PSK (パー 

ソナル）び設定されている無線ネット 
ワークです。 

WPA-EAP -セキュリティ設定で WPA-EAP (エン 

タープライズ）び設定されている無線 
ネットワークです。 

④チヤンネル 

設定されているチャンネルと無線 LAN の規格を確認でさます。 
カッコ内び 「 g 」 の場合は IEEE 日82.] ]§び、化」の場合は 
IEEE 802.1 ] b び設定されています。 

⑥ QoS 

アクセスポイントの QoS (Quality of Service ) び有効の場 
合、 QoS の種類び表示されます。 
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r 設定ファイル j 画面 


「設定ファイル」タブをクリックすると表示されます。 


MiMO / WWfO ネットワ■クモニタ 

CAB 口 :----- 


〇 



廣定ファイル が SaD(SSID) 


io_setting 


—設定フ 

アイル情報 - 

巧ちモード 

Imrastructure 

夏註巧巧 

Open 

巧号ホ巧 

None 

アウ t スポイント 

Best available 

白め巧沒 

ちか 


Q 〇 


掉加 I I I 修正 I I I インボート I I 1 ェクスボート I I [lijpf} 


自け : 


巧続やです . 
It(c) 2005 corega K 


11111111111111111111 


① 


② 

② 

③ 

④ 


⑥ 

⑥ 

⑦ 

⑨ 


項目名 

説明 

①設定ファイルー覧 

「設定情報」画面の[設定保存]で保存した設定ファイルび表示 
されます。保存時につけた名称と、 ESSID び表示されます。設 
定ファイルび複数ある場合、一覧の下にある〇と〇をクリッ 
クすると、設定ファイルを選択することびでさます。 

③設定ファイル情報 

設定ファイルの情報び表示されます。 

③接続 

一覧に表示された設定ファイルを選択後にクリックすると、設 
定ファイル内に保存したアクセスポイントに接続します。 

④削除 

設定ファイルを削除します。 

⑥エクスポート 

設定ファイルを書さだすことびでさます。 

⑥インポート 

書さだした設定ファイルを読込みます。 

⑦修正 

設定ファイルの内容を修正します。ウィヴード形式で設定しま 
すので、変更したい内容に合わせて設定してください。 

⑧追加 

設定を追加して保存します。ウィヴード形式で設定しますので、 
追加したい内容に合わせて設定してください。 
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■設定ファイルの追加方法 

1「設定ファイル」画面の[追加]をクリックします。 


口 •:: り- ,1 し|"|けマ ■がん lAM "* • 


な 


. 接続情報 'A/ が検索 \i 


ステータス \ I 


間定ファイル 

llESSID(SSID) ] 

主 mimo setti 

in。coreaa 


——設定ファイル情報- 

巧ちモード Infrastructure 

夏註巧巧 Open 

巧号方■巧 None 

アウ t スポイント Best available 

白め巧沒 ちか 


Q 〇 


[ ilk ] 


I愼正IインボートIェクスボートI肖り除 


[曰身哥一つ 


自助巧続中で 
Copyright{c) 2005 


です. 
corega K 


ち号巧巧 I 

• All Rights Reserved. 


11111111111111111111 


[追加]をク IJ ックします。 


2設定するファイルに名前をつけ、 [0 のをクリックします。 


設ちファイルの巧巧 1 



巧し0設定フ:? 

1 

ィルをを入力してくだぞい。 


II II 

キャンセル 1 





ファイル名を入力し、 [ OK ] をク IJ ック 
します。 


3 「設定ウイヴード」び表示されますので、図の項目を設定し、[次へ]をクリックします。 


設定ウイザード 

無線ネットワークの作巧 


ESSID(SSID); r 

^ - P 先の ESSID を人力してくださし、， 


巧 ちモードを S 巧してくだれ、 

け ilnfrastmcture モー片 
广 Ad-Hoc モード_ 


① ESSID を入力します。 

② 接続モードを選択します。 


| 


③設定び終了したら、[次へ]をク IJ ック 
します。 


4 セキュリティモードを選択し、[次へ]をクリックします。 



①セキュ IJ テイモードを選択します。 


②設定び終了したら、[次へ]をク IJ ック 
します。 



項目にある 「Dynamic WEP 」 の接続方まについては、この PART の P .29 をご覧ください。 
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已手順 4 で選択したセキュリティモードに合わせて各種項目を設定し、終了したら炊へ]をクリック 
します。 


設定ウイザード 

ワイヤレスたキュリテイ 


WEP Key: 


「Open 


阿てびき常 B け)、誦8(脂け）2巧妨の巧号化ちなから龍 
いすれかの巧ち化モなを这折してください， 


] 


WEP 128: が CI I 入力（たき入力）け女ず/け巧孜入力（半巧の 
〇〜3、3〜〇 26女をの巧面で入力してくださし、* 

アクセスじ巧用される巧号キーを1〜4より法がしてください， 
(巧巧は1を法巧してください，） 




を遇がしてください ， G 


:。の，"" 


※画面は WEP 選択時のちのです。 


設定び終了したら、[次へ]をク IJ ックし 
ます。 


7^各項目の詳細については、 「PART2 ネットワークに接続しよう」の「ネットワークに接続する」 
^1 (P.13) をご覧ください。 


6設定内容を確認し、自動接続する場合は「接続先へ自動接続する」にチェックをつけて[保を]をク 
リックします。 


設定ウィザード 

設定の容を確認してください。 

「保を」ボタンを押すと設定の容が保巧されます。 

ESSID(SSID) corega 

巧ちモード Infrastructure 

セキュリティ 赛'姊 

贾註モ巧 Auto 

巧ち化モ巧 班如 


設定ファイル オブシヨン 
口巧倚ホへ自勒按情する。 


(BSEA 


設定を確認したら、瓶初をク IJ ックし 
ます。 


7 [接続]をクリックし、アクセスポイントに接続してください。 


設定ウイザード 

設定が完了しました。 

r 巧沒 J ポタンを押し毀 S をごほ巧くだな、。 



•ぉ产 3 励 L 


腊続]をク IJ ックし、アクセスポイント 
に接続してください。 


上で設定フアイルび追加されました。 
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■設定 ファイルの 修正方法 

1「設定ファイル」画面で修正するファイルを選択し、[修正]をクリックします。 


口 •:: り- ,1 し|"|けマ ■がん lAM "* • 


な 


. 接続情報 '\1 AP 検索 \ 

iag-?wjL Ibsshx^dT 


止 


I 立 mimo setting corega 


——設疋ノアイル巧が—— 

巧ちモード 

Infrastructure 

夏註巧巧 

Open 

巧号ホ巧 

None 

アウ t スポイント 

Best available 

白め巧沒 

ちか 


Q 〇 


お加 I fii ] I インボート I エクスボート I 肖り除 

ra 4 rU ') 自助巧続中です. ^ 

- 5 corega 


•①修正するファイルを選択します。 


•②[修正]をク IJ ックします。 


自助巧続 中です. ち号な 巧 I 

Copyr 巧 ht(c) 2005 cor 巧 a K.K. All Rights Reserved. 


11111111111111111111 


2 「設定ウイヴード」び表示されますので、図の項目を設定し、[次へ]をクリックします。 


設定ウイザード 

無線ネットワークの作成 


ESSIDfSSID): 


I corega 


I 巧巧巧の ESSID を入力してくださし、， 


巧裝モードを巧巧してください。 


<， iinfrastmcture モード i 
广 Ad-Hoc モード_ 




•① ESSID を入力します。 


-②接続モードを選択します。 


-③設定び終了したら、[次へ]をク IJ ック 
します。 


3セキュリティモードを選択し、[次へ]をクリックします。 

設定ウィザード 

ワイヤレスセキュリティ 


杠キユリテイモード： 


▼ セキュリティモードを法巧してください 


WEP 

WPA-PSK 
WPA2-PSK 
WPA-EAP 
WPA2-EAP 
Dynamic WEP 




-①セキュ IJ テイモードを選択します。 


-②設定び終了したら、[次へ]をク IJ ック 
します。 


« 


項目にある 「Dynamic WEP 」 の接続方まについては、この PART の P .29 をご覧ください。 
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4 手順 3 で選択したセキュリティモードに合わせて各種項目を設定し、終了したら[次へ]をクリック 
します。 


設定ウイザード 

ワイヤレスたキュリテイ 


WEP Key: 


「Open 


阿てびき 常 B け)、誦8(脂け）2巧妨の巧号化ちなから龍 
いすれかの巧ち化モなを这折してください， 


] 


WEP 128: が CI I 入力（たき入力）け女ず/け巧孜入力（半巧の 
〇〜3、3〜〇 26女をの巧面で入力してくださし、* 

アクセスじ巧用される巧号キーを1〜4より法がしてください， 
(巧巧は1を法巧してください，） 




を遇がしてください ， G 


:。の，"" 


※画面は WEP 選択時のちのです。 


設定び終了したら、[次へ]をク IJ ックし 
ます。 


7^各項目の詳細については、 「 PART 2 ネットワークに接続しよう」の「ネットワークに接続する」 
^1 ( P .14) をご覧ください。 


已設定内容を確認し、自動接続する場合は「接続先へ自動接続する」にチェックをつけて[保を]をク 
リックします。 


設定ウィザード 

設定の容を確認してください。 

「保を」ボタンを押すと設定の容が保巧されます。 

ESSID(SSID) corega 

巧ちモード Infrastructure 

セキュリティ 赛'姊 

贾註モ巧 Auto 

巧ち化モ巧 班如 


設定ファイル オブシヨン 
口巧倚ホへ自勒按情する。 


(BSEA 


設定を確認したら、瓶初をク IJ ックし 
ます。 


6 [接続]をクリックし、アクセスポイントに接続してください。 


設定ウイザード 

設定が完了しました。 

r 巧沒 J ポタンを押し毀 S をごほ巧くだな、。 



•ぉ产 3 励 L 


腊続]をク IJ ックし、アクセスポイント 
に接続してください。 


上で設定ファイルの修正は完了です。 
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■Dynamic WEP について 

セキユリティモードの 「Dynamic WEP 」 を使用する場合は、「設定ファイル」画面から[追加]をクリッ 
クして新規に設定してください。 

本商品はセキュリティモードのひとつ 「Dynamic WEP 」 に対応しておりますが、 「 CG - 
WLBARGM 」 や他の葬社製のルータおよびアクセスポイントは 、 「Dynamic WEP 」 に巧応して 
おりません。また 、 「Dynamic WEP 」 についてはサポート対象外とさせていただきます。予め 
ご了承ください。 

1「設定ファイル」画面の[追加]をクリックします。 


2 




な 


r 接続情報 A /" 


\f ステータス \ 


間ちファイル II ESSID(SSID) 

主 mimo—setting corega 


-設定ファイル情報¬ 


な沒モード 
置註巧巧 
巧号方式 
アウセスボイシト 
白め巧沒 


Infrastructure 

Open 

None 

Best available 
ちか 


Q O 


flk] 


田 


mm I お正 I インボート I エクスポート 

コです . 

5 corega I 


I 肖リ除 




自助巧続やです . ち引ミ巧 I 

CopyTlght ( c ) 2005 corega K . K . All Rights Reserved . 


[追加]をク IJ ックします。 


2 設定するファイルに名前をつけ、 [0 K ] をクリックします。 



ファイル名を入力し、 [0 K ] をク IJ ック 
します。 


3 「設定ウイヴード」び表示されますので、図の項目を設定し、[次へ]をクリックします。 


設定ウイザード 


無線ネットワークの作成 

ESSID を SI 巧 ： r 

I corega 



接巧先の ESSID を入力してくださし、， 


巧 ちモードそ g 巧し て < だな、 
け [Infrastructure モード； 

广 Ad-Hoc モード _ 


① ESSID を入力します。 

② 接続モードを選択します。 


厂 


③設定び終了したら、[次へ]をク IJ ック 
します。 
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4 セキュリティモードから 「Dynamic WEP 」 を選択し、炊へ]をクリックします。 


設定ウィザード 

ワイヤレスセキュリティ 


たキユリテイモード： 


>A-PSK 
>A2-PSK 
>A-EAP 
>A2-EAP 
Dynamic WEP 


-ドを法巧してください 


① 「Dynamic WEP 」 を選択します。 


②設定び終了したら、[次へ]をク IJ ック 
します。 


已各種項目を設定し、終了したら[次へ]をクリックします。 


設定ウイザード 

ワイヤレスセキュリティ 


里註方式 (802.1 幻； 


Ieaptls 


設註ちなけ 02. IX ) を法巧してください ♦ 

□ヴインネーム： 


ロヴインネームを入力してください， 


1 

酬ま： 


記註を巧う証巧まを法巧してください， 

[None 


「 サーバ罰 巧まをち 細こする。 




※画面は EAP TLS 選択時のものです。 


-①各種項目を設定します。 


-②設定び終了したら、[次へ]をク IJ ック 
します。 


望 


「Dynamic WEP 」 で接続するには、 RADIUS サーバに設定されている情報が必要です。接続の 
前に RADIUS サーバの管理者に問い合わせて、必要な情報を入手してください。 


6 設定内容を確認し、自動接続する場合は「接続先へ自動接続する」にチェックをつけて[保存]をク 
U ックします。 


7 [接続]をクリックし、アクセスポイントに接続してください。 


上で設定び完了しました。 
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r ステータス j 画面 


「ステータス」タブをクリックすると表示されます。 


ク fIMO MIMO ネ 



接結が態 


を信を巧 
受信を巧 
送信バケット 
受信バケット 
信号な度 


11.0 Mbps 
2.0 Mbps 
602 
433 

-58 dBm 


各種が態 

0ドライバーインストール 
のお游ちな！ 

A IP アドレス胁寻 
0アウたスポイント 
@インター本ット接拐 


ユーティリティ 
ドライバ 
ライブラリ 
PCI a 用子 
MftC ア F レス 


バージョン 

2.0.0.245 

1.5.0.147 (Jun 30 2005 20:18:53) 
3.3.3.0 

0x1 7 か， 0x0001,0x1 259, Oxclla (3) 
22；22：44：44：33：33 


巧 




自勒接続やです. 
Copyr1ght(c) 2005 corega K 


ち号な巧I 

:. AJI Rights Reserved. 
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① 


② 


② 


項目名 

説明 

①接続状態 

無線通信に関する情報び表示されます。 

③各種状態 

本商品の各種情報び表示されます。©マークは問題びない状態を 
表します。@マークは問題びある状態を表します。 

③バージョン 

本商品のノ くージョン情報び表示されます。 
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おことわり 


• 本書は、株式会社コレガび作成したちので、全ての権利を弊社び保有しています。弊社に無断で本書の 
一部または全部をコピーすることを禁じます。 

• 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することびありますびご了承ください。 

• 改良のため製品の仕様を予告なく変更することびありますびご了承ください。 


Copyright ©2005 株式会社コレガ 
corega は、株式会社コレガの登録商標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

その他、この文書に掲載しているソフトウエアおよび周辺機器の名称は各メーカの商標または登録商標です。 
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